
幼児だより 10月号 2025年10月1日 発行

今年はいつまで暑い日が続くの？っていうぐらい残暑厳しく本当に暑かったですね。ようやく朝晩

過ごしやすくなり秋の訪れを感じる今日この頃です。とはいっても日中は暑い日もあり、外に出れば

まだまだ汗ばむことも多く、シャワーをする日も多々あります。

さて、先月9月11日～12日には5歳児11名全員で京都YMCAリトリートセンターへキャンプに行きまし

た。お家の方と初めて離れてお泊りを経験するお子さんも多く、期待と不安もちょっぴりある中での

一泊二日でしたが、大きな怪我無く無事に帰ってくることができました。その間園で過ごしていた3，

4歳児のこどもたちは5歳児のことを思いながら帰ってくるのを『おかえり会』の準備をして楽しみに

待っていてくれたようです。今から来年・再来年自分たちが年長になってキャンプに行けることを楽

しみにしてくれています

今月18日(土)には保護者の方にご参加頂く『運動遊びの日』があります。また、月末には芋掘り遠足

も控えていますので、こどもたちは楽しみにしています。季節の変わり目ではありますがしっかり食

川遊びの後大雨

の中遊ぶみんな

森の教会夜ご飯はカレーライス リスの仕掛けを

作ったよ

ネイチャーゲーム

おやつはサンデー作り

小さい虫を

観察



手裏剣的あて

かき氷やさん

からあげ＆ポテト

たこやき＆フランクフルト

チョコバナナ＆

ミルクせんべい

何味がいいですか～？

くじ引き屋さん 輪投げ

おいしそう～

作戦会議中



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9月 11日～12日にかけてキャンプに行って

きたくじらさん。キャンプの思い出を絵にかい

てみんなの前で発表してくれたりもしました。 

 

そんな出来事から数日後、おしゃれな格好をし

て遊ぶらっこさんを発見。 

I くんに「なにしてるの？」と尋ねると「きゃ

んぷごっこ！」とお返事がありました。 

 

しばらく2人でお弁当を用意したり、カバンを

持ったりと準備していましたが、そのうち I く

んが保育士に尋ねにきました。 

 

くじらさんが行ったキャンプみたいに遊びたくなった I くん。同じくキャンプに行っていた

保育士にインタビューに来てくれました。キャンプの写真を入れているファイルを一緒に

見ながら話してあげると目を輝かせながら聞いていました。 

 

そのうち、キャンプファイヤーの話になると「やりたい！」と言い、保育士が作っていた

キャンプファイヤーごっこの道具を準備し始めました。 

きゃんぷってどんなことしたん？？ 

マシュマロを焼いています。くじらさ

んから焼き方の話も聞いていたので上

手に棒をまわしながら遊んでいます。 

I くんはキャンプに行っていないです

が、くじらさんや保育士の話を聞いて

イメージを膨らませ、上手く遊びに取

り入れていました。 

「はやくきゃんぷいきたい！」と楽し

みな気持ちが強いみたいです。 

念願のキャンプまであと2年。この憧

れの気持ちを大切にしていきたいと思

います。 



  

園庭にある遊具に登っている S くんです。その姿を下から  

見守るこどもたち。  

Sくんはこの日初めて、こぶつきロープをよじ登って上にあが

る事が出来ました。登ってみると、思った以上に高さを感じた

ようで、ロープの橋を渡れずにいました。 

Sくんのいつもと違う様子を感じ取ったこどもたちは「Sくん

がんばれ」と何度も励まし、応援していました。 

Sくんは両手でロープを握り、ゆっくり歩き出しました。 

 

歩き出すと、止まることなく反対側に到着しました。 

その場にいたこどもたちは、Sくんの頑張りを「Sくん

すごい」「やったー」と言葉で褒めて、拍手をして、飛び

跳ねて一緒に喜んでいました。Sくんは自分でやり遂げ

た達成感が表情に表れていました。 

Sくん、よく頑張りました。 

Sくんの姿を最後まで見守り、応援していたこどもたち

の姿も素敵でした。 

お互いの姿に刺激を受けて、育ち合う姿をこれからも見

守っていきたいと思います。 

 

やったー 
すごい 



うたの力ってすごい！ 

 
製作コーナーでぬりえをしていたSくん。 

 

 

 

                        

 

 

 

そこには、人の髪の毛が黄色に塗られたぬりえがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目の色が違う 言葉も違う 

地球の上の子どもは大勢 

そしてみんなは みんなは 

ほしのくにの 子どもたち 

～こどもさんびか 

♪ロケットにのって ２番より～ 

 きも！ 

 
おともだちがSくんの絵、 

「きも！」って言った！ 

 その言葉は嬉しくないなぁ 

 
世界にはいろんな色の髪の毛の人が 

いるんだよ！ 

 

だってさ、ロケットにのって
（９月の讃美歌）の2番に 
“目の色が違う 言葉も違う”
って出てくるもんなぁ！ 

 ほんまやー！ 

 

 いろんな人がいるで！ 

 目の色が違う 言葉も違う～♪ 

傍にいたKくん 

Sくんの塗っている 

絵を見たおともだち 

保育士 

保育士 

Kくん 

周りのこどもたち 

Kくんは、おともだちを責める訳ではなく、自分の 

感じたことを言葉にし、その気持ちが周りの子ども 

たちにも伝わり、心の温まる瞬間でした。 

うたの力、そしてこどもの力って、すごいですよね。 

また、毎月歌っている賛美歌の歌詞の意味を 

しっかりと受け止めていることにも感動しました。 



２０２５年１０月そらヴィジブル 

 

７月、８月と盛り上がっていたお祭りごっこ。９月には、「うみ G を招待

してお祭りごっこをしよう！」ということになりました。 

今までお部屋で遊んできた食べ物のお店や、ゲームのお店から、どの

店番をするか話し合っていた時のことです。 

おやつの後から準備開始！おやつの時間、H くんの方をふと見ると、手で目隠

しをして苦手な牛乳を一気に飲んでいました。それだけやりたい気持ちがある

ようです！たこ焼き機の穴を数えて「２０こつくらなあかんわ」と言って、一つず

つ丁寧に黙々と作っていました。 

 お祭りの当日。必要なものを自分で揃えて準備万端です！きちんと焼いて、取

って、ソースとマヨネーズをかけて、満面の笑顔で「はいどーぞー」と渡していま

す。職人ですね！お祭り後、「つかれたわ。」「がんばった」と笑顔で言った H く

ん。やり切った顔をしていました。 

たこやきやさんしたい！ 

たこ焼き屋さんはしていなかったので、１から作らなければなりません。

「つくる。がんばる！」と、やる気満々です！ 

頑張りたい、やりたいと

思ったことをやり切った H

くんの表情はかっこ良か

ったです。 

ちなみに去年は、ドライブ

スルーのりんご飴屋さん

をしていました。柔軟な発

想が面白い H くんです。 


